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1 適用 

本要領は、機械工事共通仕様書において規定される資料の中から、電子的手段によ

って発注者に引き渡す書類（以下、電子成果品という）の電子データの形式の標準を

定めたものである。 

 

【解説】 

 本要領は、表 1-1 表 1-1に示す共通仕様書及び特記仕様書に規定される資料の

中から、電子的手段によって発注者に引き渡す書類（以下、電子成果品という）

の電子データの形式の標準を定めている。 

 

表 1-1 共通仕様書 

NO. 名 称 編集又は発行所 

1 機械工事共通仕様書平成 11年度版 
建設省建設経済局 

建設機械課監修 

 

 各工事において適用されている規定と、本要領の規定との間に差異がある場合

は、監督職員の指示に従う。 
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2 用語の定義 

「工事完成図書の電子納品要領機械設備工事編」に使用する用語は機械工事共通仕様

書のとおりとし、それ以外の用語は次に定めるところとする。 

 

(1) 「施工計画書」 

「施工計画書」とは、工事着手前に請負者から提出される施工計画に関する文書及びそ

れの添付資料（文書、図面、写真）をいう。 

 

(2) 「打合せ簿」 

「打合せ簿」とは、施工中に発注者、請負者間で交換される下記に示す項目に関する文

書（鑑）及びそれの添付資料（文書、図面、写真）をいう。 

1) 「指示」 

監督職員が請負者に対し、工事の施工上必要な事項について書面をもって示し、実施

させることをいう。 

2) 「承諾」 

契約図書で明示した事項について、発注者若しくは監督職員又は請負者が書面により

同意することをいう。 

3) 「協議」 

書面により契約図書の協議事項について、発注者と請負者が対等の立場で合議し、結

論を得ることをいう。 

4) 「提出」 

監督職員が請負者に対し、又は請負者が監督職員に対し、工事に係わる書面又はその

他の資料を説明し、差し出すことをいう。 

5) 「提示」 

監督職員が請負者に対し、又は請負者が監督職員に対し、工事に係わる書面又はその

他の資料を示し、説明することをいう。 

6) 「報告」 

請負者が監督職員に対し、工事の状況又は結果について書面をもって知らせることを

いう。 

7) 「通知」 

監督職員が請負者に対し、又は請負者が監督職員に対し、工事の施工に関する事項

について、書面をもって知らせることをいう。 
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(3) 「発注図」「完成図書」「施工図」 

1) 「発注図」 

発注図とは、入札に際して発注者が示した設計図、発注者から変更又は追加された設

計図及び設計図のもととなる設計計算書等をいう。ただし、詳細設計を含む工事において

は契約図書及び監督職員の指示に従って作成したものを発注図とすることができる。ただ

し、本電子納品要領で設計計算書等は対象外とする。 

 

2) 「完成図書」 

完成図書は、工事完成時の検査に際して提出するものである。本電子納品要領での完

成図書の内容は、実施仕様書、計算書、施工図面、機器図、施工管理記録書、取扱説明書

を指し、これらの書類は上記と同じ名前の各々のフォルダに電子納品される。また、それ

らの書類の詳細は以下のとおりとする。 

B実施仕様書：設計図書に基づき請負者が仕様を明確にするために作成する書面をいう。 

B計算書：設計図書及び実施仕様書に基づき、請負者が作成する施工図面にかかわる、 

強度、機能、数量（必要時）の計算書をいう。 

B施工図面：設計図書及び実施仕様書に基づき、請負者が作成する製作及び据付上必要 

となる図面をいう。 

B機器図：請負者が製作・購入する機器図をいう。 

B 施工管理記録書：品質管理（試験成績書等）、出来形管理、工程管理に関したものを

いう。 

B取扱説明書：設備全体及び機器単体の取扱説明書、及びサービス体制表をいう。 

 

3)「施工図」 

施工図とは、設計図書及び実施仕様書に基づき、請負者が作成する製作及び据付上必

要となる図面のうち、当該設備に限り使用権を発注者に移譲したものをいう。本電子納品

要領での施工図の内容は、台帳及び「完成図書」と同じ種類の図面・書類を指し、これ

らの図面・書類は上記と同じ名前の各々のフォルダに電子納品される。また、それらの書

類の詳細は以下のとおりとする。 

D台帳：施設台帳と機器台帳をいう。 

D 実施仕様書：「完成図書」と同じ。但し、当該設備に限り使用権を発注者に移譲した

ものをいう。 

D計算書：同上 
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D施工図面：同上 

D機器図：同上 

D施工管理記録書：同上 

D取扱説明書：同上 

 

(4) 「工事写真」 

「工事写真」とは、施工管理の手段として、各工事の施工段階及び工事完成後明視でき

ない箇所の施工状況、出来形寸法、品質管理状況、工事中の災害写真等を写真管理基準によ

り撮影したものである。なお、工事写真の電子データは「デジタル写真管理情報基準」の規

定に基づき作成するものとする。 

 

(5) 「品質管理資料」と「出来形管理資料」 

「品質管理資料」とは、製品の製作及び据付の必要な段階において、出来ばえ及び規格

値を管理する資料をいう。 

「出来形管理資料」とは、製品完成後の形状寸法、機能等について設計値と実測値を対

比して製品の出来上がり状態を管理する資料をいう。 

 

(6) 「その他資料」 

「工事履行報告書」、「段階確認書」、「材料確認願」、「施設台帳」、および「施

設図書」等とする。 
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3 フォルダ構成 

電子的手段により引き渡される成果品は、図 3-1～図 3-7 に示すフォルダ構成とする。 

電子媒体のルート直下に「DRAWINGS」、「MEET」、「PLAN」、「K_BOOK」、

「K_DRAW」、「PHOTO」、「OTHRS」のフォルダ及び工事管理ファイルを置く。各管理フ

ァイルを規定する DTD ファイルも該当フォルダに格納する(図 3-1～3-7 参照)。 

「MEET」、「PLAN」、「OTHRS」フォルダの下に「ORG」サブフォルダを置く。 

「K_BOOK」フォルダには、「B_SPC」、「B_CHECK」、「B_INST」「B_DEVICE」、

「B_EXAM」、「B_MANUAL」サブフォルダを置く。 

「K_DRAW」フォルダには「D_LDR」、「D_SPC」、「D_CHECK」、「D_DRAWF」

「D_DEVICE」、「D_EXAM」、「D_MANUAL」サブフォルダを置く。格納する電子データ

ファイルがないフォルダは作成しなくてもよい。 

各フォルダ及びサブフォルダに格納するファイルは、以下の通りとする。 

 

 

1「DRAWINGS」フォルダには、発注図の電子データファイルを「CAD 製図基準機械設

備工事編」に従い格納する。「SPEC」サブフォルダには、特記仕様書オリジナルファ

イルを格納する。 

 

2「MEET」フォルダには、打合せ簿管理ファイルを格納する。「ORG」サブフォルダに

は、打合せ簿オリジナルファイル、品質管理オリジナルファイル、出来形管理オリジ

ナルファイルに加え、工事日誌、夜間・休日作業届等の情報共有システムに登録した

書類を格納する。 

 

3「PLAN」フォルダには、施工計画書管理ファイルを格納する。「ORG」サブフォルダ

には、施工計画書オリジナルファイルを格納する。 

 

4「K_BOOK」フォルダでは、管理ファイルをそれぞれのサブフォルダに置く。 

・「B_SPC」サブフォルダには実施仕様書管理ファイルと実施仕様書ファイルを格納す

る。 

・「B_CHECK」サブフォルダには計算書管理ファイルと計算書ファイル、検討書ファ

イル、数量表ファイル（必要時）を格納する。 

・「B_INST」サブフォルダには施工図面管理ファイルと施工図面ファイルを格納する。 

・「B_DEVICE」サブフォルダには機器図管理ファイルと機器図ファイルを格納する。 
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・「B_EXAM」サブフォルダには施工管理記録書管理ファイルと品質ファイル（試験成

績書等）、出来形ファイル、工程ファイル等を格納する。 

・「B_MANUAL」サブフォルダには取扱説明書管理ファイルと取扱説明書ファイル、

サービス体制ファイルを格納する。 

 

5「K_DRAW」フォルダでは、管理ファイルをそれぞれのサブフォルダに置く。 

・「D_LDR」サブフォルダは、国土交通省では台帳管理ファイルと施設台帳ファイル・

機器台帳ファイルの格納用フォルダであるが、岐阜県ではこれらの資料の納品は「付

属資料 5 その他資料の格納方法」に従って行うため利用しない。 

・「D_SPC」、「D_CHECK」、「D_DEVICE」「D_EXAM」、「D_MANUAL」サブフォ

ルダには、「完成図書」の各フォルダに格納した管理ファイルとファイルの内、当該

設備に限り使用権を発注者に移譲した図面・図書に関する管理ファイルとファイル

を格納する。 

・「D_DRAWF」サブフォルダには施工図面管理ファイルと施工図面ファイルを「CAD

製図基準機械設備工事編」に従い格納する。 

なお、「D_DRAWF」サブフォルダに格納する CAD データの形式については、付属資

料 3 を参照のこと。 

 

6「PHOTO」フォルダには、工事写真の電子データファイルを「デジタル写真管理情報

基準」に従い格納する。 

 

7「OTHRS」フォルダには、工事履行報告書、段階確認書、材料確認願及びその他資料

の管理ファイルを格納する。「ORG」サブフォルダには「付属資料 5 その他資料の格

納方法」に従い、工事履行報告書、段階確認書、材料確認願、個別分野の維持管理シ

ステムへの登録データ、および土木重要施設図書等のオリジナルファイルを格納する。 

フォルダ作成上の留意事項は次の通りとする。 

・フォルダ名称は、半角英数大文字とする。 

・ フォルダの順番は、例示であり、表示の順番はこれによるものではない。 

・ 上記フォルダ構成をそのまま媒体の直下に作成し、工事や工種ごとでのフォル

ダの階層分けは行わない。 
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電子媒体
ルート

（工事管理ファイル）INDEX_C.XML

IND_MC01.DTD

(図面管理ファイル)DRAWINGS.XML

DRW_M01.DTD

(発注図面フォルダ)

DRAWINGS

(発注図面ファイルn個)

C0PL001Z.P21

(特記仕様書オリジナル
ファイルフォルダ)

SPEC

(オリジナルファイル01)SPEC01.XXX

C0PLnnnZ.P21

 

(オリジナルファイルnn)SPECnn.XXX

ＣＡＤ製図基準（案）
機械設備工事編

(打合せ薄管理ファイル)MEET.XML

MEET01.DTD

(打合せ薄フォルダ)

MEET

(打合せ薄オリジナル
ファイルフォルダ)

ORG

(オリジナルファイル0001-01)M0001_01.XXX

(オリジナルファイルnnnn_mm)Mnnnn_mm.XXX

 

図 3-1 フォルダ構成図（1/7） 
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K_BOOK
（完成図書
フォルダ）

完成図書

BS.XML

SPC01.DTD

BS001_1.PDF

BSnnn_m.PDF

B_SPC
（B実施仕様書
フォルダ）

 

実施仕様書ファイル

（実施仕様書管理ファイル）

(施工計画書管理ファイル)PLAN.XML

PLAN01.DTD

(施工計画書フォルダ)

PLAN

(施工計画書オリジナル
ファイルフォルダ)

ORG

PLA01_01.XXX

PLAnn_mm.XXX

(オリジナルファイル01-01)

(オリジナルファイルnn_mm)

 

図 3-2 フォルダ構成図（2/7） 
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完成図書

施工図面ファイル

BC.XML

CHECK01.DTD
B_CHECK
（B計算書
フォルダ）

BC001_1.PDF

BCnnn_m.PDF

 

計算書・検討書・数量表
ファイル

（計算書管理ファイル）

B_INST
（B施工図面
フォルダ）

BI.XML

INST01.DTD

BI001_1.PDF

BInnn_m.PDF

 

（施工図面管理ファイル）

B_DEVICE
（B機器図
フォルダ）

BD.XML

DEVICE01.DTD

BD001_1.PDF

BDnnn_m.PDF

 

機器図ファイル

（機器図管理ファイル）

 

図 3-3 フォルダ構成図（3/7） 

 



10 

 

完成図書

B_MANUAL
（B取扱説明書
フォルダ）

BM.XML

MANUAL01.DTD

BM001_1．PDF

BMnnn_m．PDF

 

取扱説明書・
サービス体制ファイル

（取扱説明書管理ファイル）

B_EXAM
（B施工管理記録
書フォルダ）

BE.XML

EXAM01.DTD

BE001_1．PDF

BEnnn_m．PDF

 

品質・出来形・
工程ファイル

（施工管理記録書管理ファイル）

 

図 3-4 フォルダ構成図（4/7） 
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図 3-5 フォルダ構成図（5/7） 

(施工図
フォルダ)

K_DRAW

施工図

DL.XML

LDR01.DTD

DLI001_1.XML

DLInnn_m.XML

D_LDR
（D台帳
フォルダ）

 

機器台帳
ファイル

（台帳管理ファイル）

DLA001_1．XML

DLAnnn_m．XML

 

施設台帳
ファイル

DLI01.DTD　（施設台帳情報の共通DTD）

DLA01.DTD　（機器台帳の共通DTD）

DS.XML

SPC01.DTD

DS001_1.PDF

DSnnn_m.PDF

D_SPC
（D実施仕様書

フォルダ）

 

実施仕様書

ファイル

（実施仕様書管理ファイル）

DC.XML

CHECK01.DTD
D_CHECK
（D計算書

フォルダ）

DC001_1.PDF

DCnnn_m.PDF

計算書・検討書・

数量表ファイル

（計算書管理ファイル）

Iｎｎｎ_01.DTD　（工種別関連情報のDTD）

Aｎｎｎ_01.DTD　（機器個別情報のDTD）

岐阜県では OTHRS/O
RGnnn に格納するの
で作成不要（付属資
料５を参照） 

岐阜県では OTHRS/O
RGnnn に格納するの
で作成不要（付属資
料５を参照 
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D_DRAWF.XML

DRW_M01.DTD

C1PL001Z.P21

C1PLnnnZ.P21

図面ファイルn個

CAD製図基準（案）
機械設備工事編

 

（施工図面管理ファイル）

D_DRAWF
（D施工図面
フォルダ）

施工図

D_DEVICE
（D機器図
フォルダ）

DD.XML

DEVICE01.DTD

DD001_1．PDF

DDnnn_m．PDF

 

機器図ファイル

（機器図管理ファイル）

DE.XML

EXAM01.DTD

D_EXAM
（D施工管理
記録書
フォルダ）

DE001_1．PDF

DEnnn_m．PDF

品質・出来形・
工程ファイル

（施工管理記録書管理ファイル）

D_MANUAL
（D取扱説明書
フォルダ）

DM.XML

MANUAL01.DTD

DM001_1．PDF

DMnnn_m．PDF

 

取扱説明書・
サービス体制
ファイル

（取扱説明書管理ファイル）

 

 

図 3-6 フォルダ構成図（6/7） 
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図 3-7 フォルダ構成図（7/7） 

 

 
 

(その他管理ファイル)OTHRS.XML

OTHRS01.DTD
(その他フォルダ)

OTHRS

(その他オリジナル

ファイルフォルダ)

ORG

(工事履行報告書オリジナル
ファイル-01)

PRG01_01.XXX

(工事履行報告書オリジナル
ファイルnn_mm)

PRGnn_mm.XXX

(段階確認書オリジナル
ファイル-01)

CHK01_01.XXX

(段階確認書オリジナル
ファイルnn_mm)

CHKnn_mm.XXX

(その他オリジナル

ファイル-01)
ETC01_01.XXX

(その他オリジナル

ファイルnn_mm)

ETCnn_mm.XXX

(写真フォルダ)

PHOTO

デジタル写真管理情報基準（案）

付属資料５の規

定に従う。 



14 

【解説】 

（1） K_BOOK フォルダ（完成図書フォルダ） 

「K_BOOK」フォルダには、「B_SPC」、「B_CHECK」、「B_INST」「B_DEVICE」、

「B_EXAM」、「B_MANUAL」サブフォルダを置く。 

 

1） B_SPC サブフォルダ（B 実施仕様書フォルダ） 

a） 実施仕様書管理ファイル 

「B_SPC」サブフォルダに格納する「実施仕様書管理ファイル」は、「実施仕

様書管理項目」（実施仕様書の属性を表すデータ）を XML 文書で記述したファイ

ルであり、管理ファイル名称は「6 ファイルの命名規則」に従うものとする。 

なお、「SPC01.DTD」もこのフォルダに格納するものとする。 

「実施仕様書管理項目」の詳細は、「4-4 実施仕様書管理項目」に示す。 

b） 実施仕様書ファイル 

「実施仕様書」ファイルを PDF 形式で格納する。ファイル名称は「6 ファイル

の命名規則」に従うものとする 

 

2） B_CHECK サブフォルダ（B 計算書フォルダ） 

a） 計算書管理ファイル 

「B_CHECK」サブフォルダに格納する「計算書管理ファイル」は、「計算書

管理項目」（計算書・検討書・数量表（必要時）の属性を表すデータ）を XML 文

書で記述したファイルであり、管理ファイル名称は「6 ファイルの命名規則」に

従うものとする。 

なお、「CHECK01.DTD」もこのフォルダに格納するものとする。 

「計算書管理項目」の詳細は、「4-5 計算書管理項目」に示す。 

b） 計算書・検討書・数量表ファイル 

「計算書・検討書・数量表」ファイルを PDF 形式で格納する。ファイル

名称は「6 ファイルの命名規則」に従うものとする。 

 

3） B_INST サブフォルダ（B 施工図面フォルダ） 

a） 施工図面管理ファイル 

「B_INST」サブフォルダに格納する「施工図面管理ファイル」は、「施工図面

管理項目」（施工図面の属性を表すデータ）を XML 文書で記述したファイルであ

り、管理ファイル名称は「6 ファイルの命名規則」に従うものとする。 

なお、「INST01.DTD」もこのフォルダに格納するものとする。 

「施工図面管理項目」の詳細は、「4-6 施工図面管理項目」に示す。 

b） 施工図面ファイル 

「施工図面」ファイルを PDF 形式で格納する。ファイル名称は「6 ファイルの

命名規則」に従うものとする。 
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4） B_DEVICE サブフォルダ（B 機器図フォルダ） 

a） 機器図管理ファイル 

「B_DEVICE」サブフォルダに格納する「機器図管理ファイル」は、「機器図管

理項目」（機器図の属性を表すデータ）を XML 文書で記述したファイルであり、管

理ファイル名称は「6 ファイル命名規則」に従うものとする。 

なお、「DEVICE01.DTD」もこのフォルダに格納するものとする。 

「機器図管理項目」の詳細は、「4-7 機器図管理項目」に示す。 

b） 機器図ファイル 

「機器図」ファイルを PDF 形式で格納する。ファイル名称は「6 ファイルの命名

規則」に従うものとする 

「機器図」に格納する主要機器の外形図・構造図の範囲は付属資料 3 を参照のこ

と。 

 

5） B_EXAM サブフォルダ（B 施工管理記録書フォルダ） 

a） 施工管理記録書管理ファイル 

「B_EXAM」サブフォルダに格納する「施工管理記録書管理ファイル」は、「施

工管理記録書管理項目」（施工管理記録書の属性を表すデータ）を XML 文書で記

述したファイルであり、管理ファイル名称は「6 ファイルの命名規則」に従うも

のとする。 

なお、「EXAM01.DTD」もこのフォルダに格納するものとする。 

「施工管理記録書管理項目」の詳細は、「4-8 施工管理記録書管理項目」に示

す。 

b） 施工管理記録書ファイル 

「施工管理記録書」ファイルを PDF 形式で格納する。ファイル名称は「6 ファ

イルの命名規則」に従うものとする。 

 

6） B_ MANUAL サブフォルダ（B 取扱説明書フォルダ） 

a） 取扱説明書管理ファイル 

「B_ MANUAL」サブフォルダに格納する「取扱説明書管理ファイル」は、「取

扱説明書管理項目」（取扱説明書の属性を表すデータ）を XML 文書で記述したフ

ァイルであり、管理ファイル名称は「6 ファイルの命名規則」に従うものとする。 

なお、「MANUAL01.DTD」もこのフォルダに格納するものとする。 

「取扱説明書管理項目」の詳細は、「4-9 取扱説明書管理項目」に示す。 

b） 取扱説明書ファイル 

「取扱説明書」ファイルを PDF 形式で格納する。ファイル名称は「6 ファイル

の命名規則」に従うものとする。 
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（2） K_DRAW フォルダ（施工図フォルダ） 

「 K_DRAW 」フォルダには、「 D_LDR 」、「 D_SPC 」、「 D_CHECK 」、

「D_DRAWF」「D_DEVICE」、「D_EXAM」、「D_MANUAL」サブフォルダを置く。 

 

1） D_LDR サブフォルダ（D 台帳フォルダ） 

岐阜県においては、施設台帳の格納は「OTHRS/ORGnnn」フォルダに格納す

るため、当該フォルダは使用しないものとする。詳細は付属資料５を参照するも

のとする。 

 

2） D_SPC サブフォルダ（D 実施仕様書フォルダ） 

a） 実施仕様書管理ファイル 

「完成図書」の「B_SPC」サブフォルダの説明内容と同様。 

b） 実施仕様書ファイル 

同上。但し、当該設備に限り使用権を発注者に移譲した実施仕様書をファイ

ルとして格納する。 

 

3） D_CHECK サブフォルダ（D 計算書フォルダ） 

岐阜県においては、重要施設図書の格納は「OTHRS/ORGnnn」フォルダに格納するため、

当該フォルダは使用しないものとする。詳細は付属資料５を参照するものとする 

4） D_DRAWF サブフォルダ（D 施工図面フォルダ） 

当該設備に限り使用権を発注者に移譲した施工図面の電子データファイルを

「CAD 製図基準機械設備工事編」に従い格納する。 

施工図面における CAD データの提出範囲は、付属資料 3 を参照のこと。 
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5） D_DEVICE サブフォルダ（D 機器図フォルダ） 

a） 機器図管理ファイル 

「完成図書」の「B_ DEVICE」サブフォルダの説明内容と同様。 

b） 機器図ファイル 

同上。但し、当該設備に限り使用権を発注者に移譲した機器図をファイルと

して格納する。 

 

6） D_EXAM サブフォルダ（D 施工管理記録書フォルダ） 

a） 施工管理記録書管理ファイル 

「完成図書」の B_ EXAM サブフォルダの説明内容と同様。 

b） 施工管理記録書ファイル 

同上。但し、当該設備に限り使用権を発注者に移譲した施工管理記録書をフ

ァイルとして格納する。 

 

 

7） D_ MANUAL サブフォルダ（D 取扱説明書フォルダ） 

a） 取扱説明書管理ファイル 

「完成図書」の B_ MANUAL サブフォルダの説明内容と同様。 

b） 取扱説明書ファイル 

同上。但し、当該設備に限り使用権を発注者に移譲した取扱説明書をファイ

ルとして格納する。 

 

8） OTHRS フォルダ 

「OTHRS」フォルダにはその他管理ファイルを格納する。「ORG」サブフォ

ルダには、「付属資料５ その他の資料の格納方法」に従い、材料確認願、段階

確認書、工事履行報告書、個別分野の維持管理システムへの登録データ、およ

び土木重要施設図書等のデータを格納する。また、電子成果品として不要なデ

ータを格納してはならない。「ORG」サブフォルダの構成を図 3-8 図 3-8に示

す。 
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図 3-8 ORG サブフォルダ構成 

 

 

 

 

【解説】 

 情報共有システムへ登録した書類のオリジナルファイルは、書類の確認画

面も含めて 1 登録につき１つの PDF にとりまとめるものとする。 

 

 

 

 

 

OTHRS.XML（その他管理ファイル）

ORG001～ORG099
（他のフォルダに属さない施工中の書類格納用）

OTHRS03.DTD

OTHRS
（その他フォルダ)

ORG100～ORG199
（道路関係台帳データ格納用）

ORG200～ORG299
（河川関係台帳データ格納用）

ORG300～ORG399
（砂防関係台帳データ格納用）

ORG400～ORG499
（森林整備関係台帳データ格納用）

ORG500～ORG799
（今後整備予定の施設台帳データ格納用）

ORG800～ORG899
（測量基準点関係データ格納用※工事では使用しない）

ORG900～ORG999
（土木重要施設図書データ格納用）
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4 成果品の管理項目 

4-1 工事管理項目 

成果品の電子媒体に格納する工事管理ファイル（INDEX_C.XML）に記入する工事管理項目

は、下表に示す通りである。 

工事管理項目（1/4） 

分類 項   目   名 記   入   内   容 データ表現 文字数 
記入 

者 

必要 

度 

基 
 

礎 
 

情 
 

報 

メディア番号 
提出した電子媒体の通し番号を記入する。単一

の電子媒体であれば 1 となる。 
半角数字 8 □ ◎ 

メディア総枚数 提出した電子媒体の総枚数を記入する。 半角数字 8 □ ◎ 

発注図面フォルダ名 

発注図の図面管理ファイルと発注図面ファイ

ルを格納するフォルダ名称（DRAWINGSで固定）

を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

特記仕様書オリジナル

ファイルフォルダ名 

特記仕様書オリジナルファイルを格納するフ

ォルダ名称（DRAWINGS/SPEC で固定）を記入す

る。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

打合せ簿フォルダ名 

打合せ簿管理ファイルと打合せ簿ファイルフ

ォルダを格納するフォルダ名称（MEET で固定）

を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

打合せ簿オリジナルフ

ァイルフォルダ名 

打合せ簿オリジナルファイルを格納するフォ

ルダ名称（MEET/ORG で固定）を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

施工計画書フォルダ名 

施工計画書管理ファイルと施工計画書ファイ

ルフォルダを格納するフォルダ名称（PLAN で固

定）を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

施工計画書オリジナル

ファイルフォルダ名 

施工計画書オリジナルファイルを格納するフ

ォルダ名称（PLAN/ORGで固定）を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

完成図書フォルダ名 
完成図書用サブフォルダを格納するフォルダ

名称（K_BOOK で固定）を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

B 実施仕様書フォルダ

名 

B 実施仕様書管理ファイルと実施仕様書ファイ

ルを格納するフォルダ名称（K_BOOK/B_SPCで固

定）を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

B 計算書フォルダ名 

B 計算書管理ファイルと計算書・検討書・数量

表ファイルを格納するフォルダ名称

（K_BOOK/B_CHECKで固定）を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

B 施工図面フォルダ名 

B 施工図面管理ファイルと施工図面ファイルを

格納するフォルダ名称（K_BOOK/B_INSTで固定）

を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 
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工事管理項目（2/4） 

分類 項   目   名 記   入   内   容 データ表現 文字数 
記入 

者 

必要 

度 

基 
 

礎 
 

情 
 

報 

B 機器図フォルダ名 

B 機器図管理ファイルと機器図ファイルを格納

するフォルダ名称（K_BOOK/B_DEVICEで固定）を

記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

B施工管理記録書フォ

ルダ名 

B 施工管理記録書管理ファイルと施工管理記録

書ファイルを格納するフォルダ名称

（K_BOOK/B_EXAMで固定）を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

B取扱説明書フォルダ

名 

B 取扱説明書管理ファイルと取扱説明書・サービ

ス体制ファイルを格納するフォルダ名称

（K_BOOK/B_MANUALで固定）を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

施工図フォルダ名 
施工図用サブフォルダを格納するフォルダ名称

（K_DRAW で固定）を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

台帳フォルダ名 

台帳管理ファイルと施設台帳、機器台帳ファイル

を格納するフォルダ名称（K_DRAW/D_LDRで固定）

を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

D実施仕様書フォルダ

名 

D 実施仕様書管理ファイルと実施仕様書ファイ

ルを格納するフォルダ名称（K_ DRAW/D_SPCで固

定）を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

D 計算書フォルダ名 

D 計算書管理ファイルと計算書・検討書・数量表

ファイルを格納するフォルダ名称

（K_DRAW/D_CHECKで固定）を記入する。 

 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

D施工図面フォルダ名 

D 施工図面管理ファイルと施工図面ファイルを

格納するフォルダ名称（K_DRAW/D_DRAWFで固定）

を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

D 機器図フォルダ名 

D 機器図管理ファイルと機器図ファイルを格納

するフォルダ名称（K_DRAW/D_DEVICEで固定）を

記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

D施工管理記録書フォ

ルダ名 

D 施工管理記録書管理ファイルと施工管理記録

書ファイルを格納するフォルダ名称

（K_DRAW/D_EXAMで固定）を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

D取扱説明書フォルダ

名 

D 取扱説明書管理ファイルと取扱説明書・サービ

ス体制ファイルを格納するフォルダ名称

(K_DRAW/D_MANUALで固定)を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

写真フォルダ名 

写真属性情報ファイル、写真フォルダ、参考図フ

ォルダを格納するフォルダ名称（PHOTO で固定）

を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

その他フォルダ名 
その他管理ファイル、その他ファイルを格納する

フォルダ名称（OTHRS で固定）を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

その他オリジナルフ

ァイルフォルダ名 

工事履行報告書、段階確認書、材料確認願、及び

その他資料のオリジナルファイルを格納するフ

ォルダ名称（OTHRS/ORGで固定）を記入する。 

半角英数 

大文字 
127 ▲ ○ 

 

 



21 

 

工事管理項目（3/4） 

分類 項   目   名 記   入   内   容 データ表現 文字数 
記入 

者 

必要 

度 

工 
 

事 
 

件 
 

名 
 

等 

発注年度 工事の発注年度を記入する。 半角数字 4 □ ◎ 

工事番号 
「情報共有システム」の件名番号より取得す

る。 
半角数字 127 □ ◎ 

路線水系名等 
CORINS の「路線・水系名等」に従って記入す

る。 

全角文字 

半角英数字 
64 ■ ○ 

工事名称 
契約書に記載されている正式な工事名称を

仕様書番号も含めて記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

施工金額 CORINS の「請負金額」に従って記入する。 半角数字 16 ■ ◎ 

CORINSバージョン番号 

管理項目の記入で参照している CORINSのマニ

ュアル（コード表）のバージョン(システムの

バージョン)を記入する。 

半角数字 12 □ ○ 

工事分野 CORINSの「工事の分野」に従って記入する｡ 
全角文字 

半角英数字 
16 ■ ◎ 

工事業種 CORINSの「工事の業種」に従って記入する｡ 
全角文字 

半角英数字 
16 ■ ◎ 

工種 
CORINS の「工種、工法・型式」の工種を記入

する。（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
64 □ ◎ 

工法型式 
CORINS の「工種、工法・型式」の工法・型式

を記入する。（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
64 □ ◎ 

住所コード 

代表地点又は、施工場所の開始場所及び終了

場所のコードを CORINSコード表より選択し、

記入する。（CORINS の「施工場所コード」に

対応。複数記入可） 

半角数字 5 □ ◎ 

住所（施工場所） 

代表地点又は、施工場所の開始場所及び終了

場所（県名以下の住所）をできる限り詳細に

記入する。（CORINS の「施工場所」に対応。

複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
64 ■ ◎ 

工期開始日 

工期の開始日を CCYY-MM-DD 方式(西暦年月

日)で記入する。月日が 1 桁の数の場合”0”

を付加して、必ず 10 桁で記入する。 

（CCYY：西暦の年数、MM：月、DD：日） 

半角数字 

－ 

(HYPHEN-MINES) 

10 ■ ◎ 

工期終了日 

工期の終了日を CCYY-MM-DD 方式(西暦年月

日)で記入する。月日が 1 桁の数の場合”0”

を付加して、必ず 10 桁で記入する。 

（CCYY：西暦の年数、MM：月、DD：日） 

半角数字 

－ 

(HYPHEN-MINES) 

10 ■ ◎ 

工事内容 工事概要及び主工種とその数量を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 
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工事管理項目（4/4） 

分類 項   目   名 記   入   内   容 データ表現 文字数 
記入 

者 

必要 

度 

場 
 

所 
 

情 
 

報 

測地系 

日本測地系（旧測地系）、世界測地系（新測地系）の区分コ

ードを記入する。日本測地系は「00」、世界測地系は「01」

を記入する。 

半角数字 2 □ ○ 

起点側測点-n 
(自)n＋m 

  n を 4 桁で記入する。 
半角数字 4 □ ○ 

起点側測点-m 
(自)n＋m 

  m を 3 桁で記入する。 
半角数字 3 □ ○ 

終点側測点-n 
(至)n＋m 

  n を 4 桁で記入する。 
半角数字 4 □ ○ 

終点側測点-m 
(至)n＋m 

  m を 3 桁で記入する。 
半角数字 3 □ ○ 

起点側距離標

-n 

(自)n＋m 

  n を 3 桁で記入する。 
半角数字 3 □ ○ 

起点側距離標

-m 

(自)n＋m 

  m を 3 桁で記入する。 
半角数字 3 □ ○ 

終点側距離標

-n 

(至)n＋m 

  n を 3 桁で記入する。 
半角数字 3 □ ○ 

終点側距離標

-m 

(至)n＋m 

  m を 3 桁で記入する。 
半角数字 3 □ ○ 

西側境界座標

経度 
対象領域の最西端の外側境界の経度を記入する。 
  度(3 桁) 分(2 桁) 秒(2 桁) 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINES) 

8 □ ◎ 

東側境界座標

経度 
対象領域の最東端の外側境界の経度を記入する。 
  度(3 桁) 分(2 桁) 秒(2 桁) 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINES) 

8 □ ◎ 

北側境界座標

緯度 
対象領域の最北端の外側境界の緯度を記入する。 
  度(3 桁) 分(2 桁) 秒(2 桁) 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINES) 

8 □ ◎ 

南側境界座標

緯度 
対象領域の最南端の外側境界の緯度を記入する。 
  度(3 桁) 分(2 桁) 秒(2 桁) 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINES) 

8 □ ○ 

施
設 

情
報 

施設名称 施設名称を記入する。（複数記入可） 
全角文字 
半角英数字 

64 □ ◎ 

施設コード 0を 17個記入する。 半角英数字 17 □ ◎ 

発
注
者
情
報 

発注者-大分

類 
「岐阜県」と記入する。 

全角文字 

半角英数字 
16 ■ ◎ 

発注者-中分

類 

別表 CORINSコード表の「発注機関名・小分類」から、「建

設事務所」、「農山村整備事務所」等の種別を選択して記入

する。 

全角文字 

半角英数字 
32 ■ ◎ 

発注者-小分

類 

別表 CORINSコード表の「発注機関名・細分類」から、発注

者の事務所名を選択して記入する。 

全角文字 

半角英数字 
16 ■ ◎ 

発注者機関コ

ード 

別表 CORINSコード表の「発注機関コード」に従い、発注者

のコードを記入する。大分類（3で固定）、中分類（21で固

定）、小分類（2桁）、細分類（3桁）をあわせ、8桁で取り

扱う。 

半角数字 8 ■ ◎ 

請
負
者
情
報 

請負者名 

岐阜県入札参加資格者名簿 

（http://www.pref.gifu.jp/s11650/nyusatu/meibo.htm）

に記載されている請負者の正式名称を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

請負者コード 

岐阜県入札参加資格者名簿 

（http://www.pref.gifu.jp/s11650/nyusatu/meibo.htm）

における入札参加資格者番号を記入する。 

半角数字 32 □ ○ 

予備 その他予備項目があれば記入する。(複数記入可) 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使用する。 

(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
64 ▲ △ 
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全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、

半角英数字 2 文字で全角文字 1 文字に相当する。 

【記入者】■：CORINS から出力される CFD ファイル(CORINS 提出用ディスクの

ファイルフォーマット)から取り込むことが可能な項目。 

          □：電子成果品作成者が記入する項目。 

          ▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】◎：必須記入。 

          ○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する） 

          △：任意記入。 

※複数記入可能な項目は、必要な回数繰り返す。 

【解説】 

（1） 基礎事項 

 工事管理項目は、成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用するなど

活用していくための属性項目である。 

 工事管理項目のデータ表現の定義は、｢8-2使用文字｣に従う。 

 付属資料 1 に管理ファイルの DTD、付属資料 2 に管理ファイルの XML 記入

例を示す。 

 CORINS(COnstruction Records Information Service：コリンズ)は、「工事

実績と技術者のデータベース」であり、公共工事の一般競争入札方式等の入

札・契約手続きを支援することを目的としている。CORINS コードの入力は、

本要領の別表 CORINS コード表あるいは、JACIC の HP（http://www.ct.jaci

c.or.jp/corins/07/dl/cood.html）からコード表をダウンロードして参照する。 

 

（2） 工事件名等 

1） 工事番号 

工事番号は、「情報共有システム」の件名番号より取得する。 

 

2） 工事名称 

工事名称は、工事件名を仕様書番号も含めて記入する。 

http://www.ct.jacic.or.jp/corins/07/dl/cood.html
http://www.ct.jacic.or.jp/corins/07/dl/cood.html


24 

（3） 場所に関わる情報の記入 （詳細は付属資料 7 参照） 

1） ｢住所コード｣（必須記入項目） 

住所コードは工事対象地域が位置する市区町村を表し、別表 CORINS コード

表※1 を参考に記入する。工事対象地域が複数の市区町村にまたがる場合は、該

当する市区町村コードを記入する（複数記入可能）。工事対象地域の境界が判定

し難い場合は、わかる範囲で記入する。特定の地域に該当しない工事について

は、「21000」（岐阜県全域）を記入する。 

 

（例） 岐阜県全域を表す住所コード： 

 

※1）CORINS の施工場所コード表を指す。JIS X0402（市区町村コード：3 ケタ）

に準拠し、JIS X0401（都道府県コード：2 ケタ）を組み合わせ、5 ケタ記入と

している。ただし、「海外」を示すコードは異なるコード体系が採用されている

ため注意すること（CORINS では「50」（固定）と JIS X0304（国名コード）

の「3 数字コード」を組み合わせによる 5 桁のコード）。 

 

2） ｢住所｣（必須記入項目） 

住所は設計図書等に明示されている履行場所の住所、地名（○○事務所管内、

○○川流域など）を含め、該当地域の住所を記入する（複数記入可能）。文字は

全角文字・半角英数字を標準とし、全角数字は用いない。また、原則として住

所に俗称は用いない。 

 

3） 場所情報 

場所情報については、「境界座標」を必ず記入する。施工範囲の特定が困難な

場合の「境界座標」は以下とする。 

 全県あるいは広範囲にわたる工事：発注者事務所の所在地点 

 施工範囲が極端に狭い工事：施工地点 

上記 2 ケースの南北の緯度および東西の経度は、各々同じ値を記入する。 

水系・路線により場所が示される工事おいては｢測点｣または｢距離標｣のいず

れかを記入することができる｡ 

場所情報の記入方法の詳細については、「電子納品運用ガイドライン 資料

編」の「管理ファイルにおける位置情報の記入方法」に示す。 

（A） 測点（条件付き必須記入項目） 

工事対象となる起点側測点及び終点側測点を測点番号（n）及び測点からの

距離（m）の組み合わせで記入する（複数記入可能）｡ 

 

（B） 距離標（条件付き必須記入項目） 

工事対象となる起点側距離標及び終点側距離標について、起点側からの距離

都道府県コード 市町村コード

２１０００
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「○○○km」「△△△m」を各々「距離標-n」及び「距離標-m」として記入す

る（複数記入可能）。 

 

（C） 境界座標（条件付き必須記入項目） 

｢境界座標｣は世界測地系に準拠する。その範囲は対象範囲を囲む矩形の領域

を示し、西側及び東側の経度と北側及び南側の緯度を各々度（3 桁）分（2 桁）

秒（2 桁）で表される７桁の数値を記入する｡ 

 

業務範囲

北側境界緯度

南側境界緯度

東側境界経度西側境界経度

N

S

EW

業務範囲の外側の座標を「境界座標」に従い業務管理項目
に記入する。

 

図 4-1 境界座標が示す範囲 

 

<境界座標の取得精度について> 

成果品の「工事管理ファイル」の管理項目に記入する境界座標の精度は、工

事範囲にもよるが百 m 程度を目安とする（ちなみに、経緯度の１秒は地上距

離で約 30m に相当する）。なお、工事範囲が大きくなれば一般に精度も粗くな

るが、可能な範囲の精度で取得することが望ましい。 
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4-2 打合せ簿管理項目 

電子成果品に格納する打合せ簿管理ファイル（MEET.XML）に記入する管理項目は、

下表に示す通りである。 

打合せ管理項目 

分類 項   目   名 記   入   内   容 データ表現 文字数 
記入 

者 

必要 

度 

打 

合 

せ 

簿 

情 

報 

シリアル番号 打合せ簿の通し番号を記入する。 半角数字 15 □ ◎ 

打合せ簿種類 

打合せ簿の種類を記入する。（「指示」

「承諾」「協議」「提出」「提示」「報告」

「通知」） 

全角文字 

半角英数字 
16 □ ◎ 

打合せ簿名称 打合せ簿の標題を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
40 □ ◎ 

管理区分 

「施工管理」「安全管理」「出来形管理」

「品質管理」「出来高管理」「原価管理」

「工程管理」「写真管理」を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
16 □ ○ 

打合せ簿番号 
打合せ簿に記載している番号を記入す

る。(提出日順に番号を記入する) 
半角英数字 15 □ ○ 

作成者 発行元と作成者を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
40 □ ◎ 

提出先 
打合せ簿の提出先（発注者、請負者）を

記入する。 

全角文字 

半角英数字 
40 □ ◎ 

発行日付 

発行した日付を記入する。CCYY-MM-DD

方式(西暦年月日)で記入する。（CCYY：

西暦の年数、MM：月、DD：日） 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINES) 

10 □ ◎ 

受理日付 

受理した日付を記入する。CCYY-MM-DD

方式(西暦年月日)で記入する。（CCYY：

西暦の年数、MM：月、DD：日） 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINES) 

10 □ ◎ 

完了日付 

発注者又は請負者が処理・回答した日付

を記入する。CCYY-MM-DD 方式(西暦年月

日)で記入する。（CCYY：西暦の年数、

MM：月、DD：日） 

半角数字 

- 

(HYPHEN-MINES) 

10 □ ○ 

※ 
オ
リ
ジ
ナ
ル 

フ
ァ
イ
ル
情
報 

オリジナルフ

ァイル名 

打合せ簿のオリジナルファイル名を記

入する。（拡張子を含む） 

半角英数 

大文字 
12 □ ◎ 

オリジナルフ

ァイル作成ソ

フトバージョ

ン情報 

オリジナルファイルの作成ソフトとバ

ージョン情報を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
64 □ ◎ 

※ オリジナルフ

ァイル内容 
オリジナルファイルの内容を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
64 □ ◎ 

そ
の
他 

請負者説明文 
請負者側で打合せ簿に付けるコメント

を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

発注者説明文 
発注者側で打合せ簿に付けるコメント

を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 
その他予備項目を記入する。 

（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使用

する。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
64 ▲ △ 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半

角英数字 2 文字で全角文字 1 文字に相当する。 
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【記入者】□：電子成果品作成者が記入する項目。 

          ▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】◎：必須記入。 

          ○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する） 

          △：任意記入。 

※複数ある場合にはこの項を必要な回数繰り返す。 

【解説】 

 打合せ簿管理項目は、成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用する

など活用していくための属性項目である。 

 打合せ簿管理項目のデータ表現の定義は、｢8-2使用文字｣に従う。 

 付属資料 1 に管理ファイルの DTD、付属資料 2 に管理ファイルの XML 記入

例を示す。 

 「管理区分」の項目には、工事管理が効率よくできる区分を記入する。原則と

して 8 項目を記入内容としてあげているが、任意に付与することができる。文

書中に組み込んだ図、表、写真のオリジナルファイルは、電子成果品への格納

は不要である。実体ファイルの形式は一般的なものが望ましく、一般的では無

い場合には監督職員と協議するものとする。 

 各書類の「打合せ簿種類」および「管理区分」は、「電子納品運用ガイドライ

ン」の「表 3-1 工事関係書類一覧表」を参照して記入する。「 
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4-3 施工計画書管理項目 

電子成果品に格納する施工計画書管理ファイル（PLAN.XML）に記入する管理項目は、

下表に示す通りである。 

施工計画書管理項目 

分類 項   目   名 記   入   内   容 データ表現 文字数 
記入 

者 

必要 

度 

施 

工 

計 

画 

書 

情 

報 

シリアル番号 施工計画書の通し番号を記入する。 半角数字 15 □ ◎ 

施工計画書名称 施工計画書の標題を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
40 □ ◎ 

オ
リ
ジ
ナ
ル 

フ
ァ
イ
ル
情
報 

オリジナルファ

イル名 

施工計画書のオリジナルファイル名

を記入する。（拡張子を含む） 

半角英数 

大文字 
12 □ ◎ 

オリジナルファ

イル作成ソフト

バージョン情報 

オリジナルファイルの作成ソフトと

バージョン情報を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
64 □ ◎ 

※ 
オリジナルファ

イル内容 

オリジナルファイルの内容を記入す

る。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

そ
の
他 

請負者説明文 
請負者側で図書に付けるコメントを

記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

※ 
発注者説明文 

発注者側で図書に付けるコメントを

記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 
その他予備項目を記入する。 

（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使

用する。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
64 ▲ △ 

 

 

 全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角英

数字 2 文字で全角文字 1 文字に相当する。 

 

【記入者】□：電子成果品作成者が記入する項目。 

      ▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】◎：必須記入。 

      ○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず入力する） 

      △：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する｡ 

※複数ある場合にはこの項を必要な回数繰り返す。 

【解説】 

 施工計画書管理項目は、成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用す

るなど活用していくための属性項目である。 

 施工計画書管理項目のデータ表現の定義は、｢8-2使用文字｣に従う。 

 付属資料 1 に管理ファイルの DTD、付属資料 2 に管理ファイルの XML 記入

例を示す。 

文書中に組み込む図、表、写真のオリジナルファイルは、電子媒体への格納は不要であ

る。実体ファイルの形式は一般的なものが望ましく、一般的では無い場合には監督職員

と協議するものとする。 
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4-4 実施仕様書管理項目 

電子成果品（完成図書フォルダ及び施工図フォルダ）に格納する実施仕様書管理ファイル

（BS.XML及び DS.XML）に記入する管理項目は、下表に示す通りである。 

実施仕様書管理項目 

分類 項   目   名 記   入   内   容 データ表現 文字数 
記入 

者 

必要 

度 

実 

施 

仕 

様 

書 

情 

報 

資料名 
実施仕様書ファイルの標題を記入す

る。 

全角文字 

半角英数字 
40 □ ◎ 

オ
リ
ジ
ナ
ル 

フ
ァ
イ
ル
情
報 

オリジナルファイル

名 

実施仕様書のオリジナルファイル名を

記入する。（拡張子を含む） 

半角英数 

大文字 
12 □ ◎ 

オリジナルファイル

作成ソフト 

バージョン情報 

実施仕様書オリジナルファイルの作成

ソフトとバージョン情報を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
64 □ ◎ 

オリジナルファイル

内容 

資料名では表現しきれない特記事項が

ある場合、オリジナルファイルの詳細

内容を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

※2) 施設コード※3) 0を 17個記入する。 半角英数字 17 □ ◎ 

そ
の
他 

請負者説明文 
請負者側で付けるコメントを記入す

る。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

※1) 
発注者説明文 

発注者側で付けるコメントを記入す

る。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 
その他の予備項目を記入する。 

（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使

用する。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
64 ▲ △ 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角

英数字 2文字で全角文字 1文字に相当する。 

※1) 実施仕様書情報以下は、実施仕様書情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※2) ファイル情報は、ファイル情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※3) 施設コードは、施設の数分を複数繰り返し登録する。 

【記入者】□：電子媒体作成者が記入する項目。 

 ▲：電子媒体作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する。） 

△：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 

【解説】 

 実施仕様書管理項目は、成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用す

るなど活用していくための属性項目である。 

 実施仕様書管理項目のデータ表現の定義は、「8-2 使用文字」に従うものと

する。 

 付属資料 1 に管理ファイルの DTD、付属資料 2 に管理ファイルの XML 記入

例を示す。 
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4-5 計算書管理項目 

電子成果品（完成図書フォルダ）に格納する計算書管理ファイル（BC.XML）に記入する管

理項目は、下表に示す通りである。 

計算書管理項目 

分類 項   目   名 記   入   内   容 データ表現 文字数 
記入 

者 

必要 

度 

計
算
書
情
報 

資料名 
計算書・検討書・数量表ファイルの標

題を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
40 □ ◎ 

オ
リ
ジ
ナ
ル 

フ
ァ
イ
ル
情
報 

オリジナルファイル

名 

計算書・検討書・数量表のオリジナル

ファイル名を記入する。（拡張子を含

む） 

半角英数 

大文字 
12 □ ◎ 

オリジナルファイル

作成ソフト 

バージョン情報 

計算書・検討書・数量表オリジナルフ

ァイルの作成ソフトとバージョン情

報を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
64 □ ◎ 

オリジナルファイル

内容 

資料名では表現しきれない特記事項

がある場合、オリジナルファイルの詳

細内容を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

※2) 
施設コード※3) 0を 17個記入する。 半角英数字 17 □ ◎ 

※1) 

そ
の
他 

請負者説明文 
請負者側で付けるコメントを記入す

る。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

発注者説明文 
発注者側で付けるコメントを記入す

る。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 
その他の予備項目を記入する。 

（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使

用する。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
64 ▲ △ 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角

英数字 2文字で全角文字 1文字に相当する。 

※1) 計算書情報以下は、計算書情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※2) ファイル情報は、ファイル情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※3) 施設コードは、施設の数分を複数繰り返し登録する。 

【記入者】□：電子媒体作成者が記入する項目。 

 ▲：電子媒体作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する。） 

△：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 

【解説】 

 計算書管理項目は、成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用するな

ど活用していくための属性項目である。 

 計算書管理項目のデータ表現の定義は、「8-2 使用文字」に従うものとする。 

 付属資料 1 に管理ファイルの DTD、付属資料 2 に管理ファイルの XML 記入

例を示す。 
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4-6 施工図面管理項目 

電子成果品（完成図書フォルダ）に格納する施工図面管理ファイル（BI.XML）に記入する

管理項目は、下表に示す通りである。 

施工図面管理項目 

分類 項   目   名 記   入   内   容 データ表現 文字数 
記入 

者 

必要 

度 

施
工
図
面
情
報 

資料名 施工図面ファイルの標題を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
40 □ ◎ 

オ
リ
ジ
ナ
ル 

フ
ァ
イ
ル
情
報 

オリジナルファ

イル名 

施工図面のオリジナルファイル名を記

入する。（拡張子を含む） 

半角英数 

大文字 
12 □ ◎ 

オリジナルファ

イル作成ソフト

バージョン情報 

施工図面オリジナルファイルの作成ソ

フトとバージョン情報を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
64 □ ◎ 

オリジナルファ

イル内容 

資料名では表現しきれない特記事項が

ある場合、オリジナルファイルの詳細内

容を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

施設コード※3) 0を 17個記入する。 半角英数字 17 □ ◎ 
※2) 

※1) 

そ
の
他 

請負者説明文 請負者側で付けるコメントを記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

発注者説明文 発注者側で付けるコメントを記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 
その他の予備項目を記入する。 

（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使用

する。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
64 ▲ △ 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角

英数字 2文字で全角文字 1文字に相当する。 

※1) 施工図面情報以下は、施工図面情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※2) ファイル情報は、ファイル情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※3) 施設コードは、施設の数分を複数繰り返し登録する。 

【記入者】□：電子媒体作成者が記入する項目。 

 ▲：電子媒体作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する。） 

△：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する 

【解説】 

 施工図面管理項目は、成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用する

など活用していくための属性項目である。 

 施工図面管理項目のデータ表現の定義は、「8-2 使用文字」に従うものとす

る。 

 付属資料 1 に管理ファイルの DTD、付属資料 2 に管理ファイルの XML 記入

例を示す。 
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4-7 機器図管理項目 

電子成果品（完成図書及び施工図フォルダ）に格納する機器図管理ファイル（BD.XML 及び

DD.XML）に記入する管理項目は、下表に示す通りである。 

機器図管理項目 

分類 項   目   名 記   入   内   容 データ表現 文字数 
記入 

者 

必要 

度 

機
器
図
情
報 

資料名 機器図ファイルの標題を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
40 □ ◎ 

オ
リ
ジ
ナ
ル 

フ
ァ
イ
ル
情
報 

オリジナルファイ

ル名 

機器図オリジナルファイル名を記入す

る。（拡張子を含む） 

半角英数 

大文字 
12 □ ◎ 

オリジナルファイ

ル作成ソフトバー

ジョン情報 

機器図オリジナルファイルの作成ソフ

トとバージョン情報を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
64 □ ◎ 

オリジナルファイ

ル内容 

資料名では表現しきれない特記事項が

ある場合、オリジナルファイルの詳細内

容を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

施設コード※3) 0を 17個記入する。 半角英数字 17 □ ◎ 

※2) 
機器コード※3) 0を 14個記入する。 半角英数字 14 □ ◎ 

※1) 

そ
の
他 

請負者説明文 請負者側で付けるコメントを記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

発注者説明文 発注者側で付けるコメントを記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 
その他の予備項目を記入する。 

（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使用

する。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
64 ▲ △ 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角英数

字 2文字で全角文字 1文字に相当する。 

※1) 機器図情報以下は、機器図情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※2) ファイル情報は、ファイル情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※3) 施設コード及び機器コードは、施設及び機器の数分を複数繰り返し登録する。 

【記入者】□：電子媒体作成者が記入する項目。 

 ▲：電子媒体作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する。） 

△：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 

【解説】 

 機器図管理項目は、成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用するな

ど活用していくための属性項目である。 

 機器図管理項目のデータ表現の定義は、「8-2 使用文字」に従うものとする。 

 付属資料 1 に管理ファイルの DTD、付属資料 2 に管理ファイルの XML 記入

例を示す。 
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4-8 施工管理記録書管理項目 

電子成果品（完成図書及び施工図フォルダ）に格納する施工管理記録書管理ファイル（BE.XML

及び DE.XML）に記入する管理項目は、下表に示す通りである。 

施工管理記録書管理項目 

分類 項   目   名 記   入   内   容 データ表現 文字数 
記入 

者 

必要 

度 

施
工
管
理
記
録
書
情
報 

資料名 
工程管理、出来形管理・品質管理・工場

試験・現地試験成績書ファイルの標題を

記入する。 

全角文字 

半角英数字 
40 □ ◎ 

オ
リ
ジ
ナ
ル 

フ
ァ
イ
ル
情
報 

オリジナルファ

イル名 

工程管理、出来形・工場試験・現地試験

成績書のオリジナルファイル名を記入す

る。（拡張子を含む） 

半角英数 

大文字 
12 □ ◎ 

オリジナルファ

イル作成ソフト

バージョン情報 

工程管理、出来形・工場試験・現地試験

成績書オリジナルファイルの作成ソフト

とバージョン情報を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
64 □ ◎ 

オリジナルファ

イル内容 

資料名では表現しきれない特記事項があ

る場合、オリジナルファイルの詳細内容

を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

施設コード※3) 0を 17個記入する。 半角英数字 17 □ ◎ 

※2) 
機器コード※3) 0を 14個記入する。 半角英数字 14 □ ◎ 

※1) 

そ
の
他 

請負者説明文 請負者側で付けるコメントを記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

発注者説明文 発注者側で付けるコメントを記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 
その他の予備項目を記入する。 

（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使用

する。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
64 ▲ △ 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角英数

字 2文字で全角文字 1文字に相当する。 

※1) 施工管理記録書情報以下は、施工管理記録書情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※2) ファイル情報は、ファイル情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※3) 施設コード及び機器コードは、施設及び機器の数分を複数繰り返し登録する。 

【記入者】□：電子媒体作成者が記入する項目。 

 ▲：電子媒体作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する。） 

△：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 

【解説】 

 施工管理記録書管理項目は、成果品の電子データファイルを検索、参照、再利

用するなど活用していくための属性項目である。 

 施工管理記録書管理項目のデータ表現の定義は、「8-2 使用文字」に従うも

のとする。 

 付属資料 1 に管理ファイルの DTD、付属資料 2 に管理ファイルの XML 記入

例を示す。 
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4-9 取扱説明書管理項目 

電子成果品（完成図書フォルダ及び施工図フォルダ）に格納する取扱説明書管理ファイル

（BM.XML及び DM.XML）に記入する管理項目は、下表に示す通りである。 

取扱説明書管理項目 

分類 項   目   名 記   入   内   容 データ表現 文字数 
記入 

者 

必要 

度 

取

扱

説

明

書

情

報 

資料名 
取扱説明書、サービス体制ファイルの標題

を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
40 □ ◎ 

オ
リ
ジ
ナ
ル 

フ
ァ
イ
ル
情
報 

オリジナルファ

イル名 

取扱説明書、サービス体制のオリジナルフ

ァイル名を記入する。（拡張子を含む） 

半角英数 

大文字 
12 □ ◎ 

オリジナルファ

イル作成ソフト

バージョン情報 

取扱説明書、サービス体制オリジナルファ

イルの作成ソフトとバージョン情報を記

入する。 

全角文字 

半角英数字 
64 □ ◎ 

オリジナルファ

イル内容 

資料名では表現しきれない特記事項があ

る場合、オリジナルファイルの詳細内容を

記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

施設コード※3) 0を 17個記入する。 半角英数字 17 □ ◎ 

※2) 
機器コード※3) 0を 14個記入する。 半角英数字 14 □ ◎ 

※1) 

そ
の
他 

請負者説明文 請負者側で付けるコメントを記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

発注者説明文 発注者側で付けるコメントを記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 
その他の予備項目を記入する。 

（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使用す

る。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
64 ▲ △ 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角英数

字 2文字で全角文字 1文字に相当する。 

※1) 取扱説明書情報以下は、取扱説明書情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※2) ファイル情報は、ファイル情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※3) 施設コード及び機器コードは、施設コード及び機器コードの数分を複数繰り返し登録する。 

【記入者】□：電子媒体作成者が記入する項目。 

 ▲：電子媒体作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する。） 

△ ：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 

【解説】 

 取扱説明書管理項目は、成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用す

るなど活用していくための属性項目である。 

 取扱説明書管理項目のデータ表現の定義は、「8-2 使用文字」に従うものと

する。 

 付属資料 1 に管理ファイルの DTD、付属資料 2 に管理ファイルの XML 記入

例を示す。 
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4-10 その他管理項目 

電子成果品に格納するその他管理情報ファイル（OTHRS.XML）に記入する管理項目は、下表に

示す通りである。 

その他資料管理項目 

分類 項   目   名 記   入   内   容 データ表現 文字数 
記入 

者 

必要 

度 

そ 

の 

他 

資 

料 

情 

報 

シリアル番号 
工事履行報告書又は段階確認書、その他

に付けられている通し番号を記入する。 
半角英数字 15 □ ◎ 

資料名 
工事履行報告書又は段階確認書、その他

の標題を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
40 □ ◎ 

その他資料種類 

その他資料の種類を記入する。 

（「工事履行報告書」「段階確認書」「そ

の他」） 

全角文字 

半角英数字 
16 □ ◎ 

保管場所 保管する場所を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
40 □ ○ 

オ
リ
ジ
ナ
ル 

フ
ァ
イ
ル
情
報 

オリジナルファイル

名 

その他資料のオリジナルファイル名を記

入する。（拡張子を含む） 

半角英数 

大文字 
12 □ ◎ 

オリジナルファイ

ル作成ソフトバー

ジョン情報 

オリジナルファイルの作成ソフトとバー

ジョン情報を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
64 □ ◎ 

オリジナルファイ

ル内容 

資料名では表現しきれない特記事項があ

る場合、オリジナルファイルの詳細内容を

記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

※2) 
施設コード※3) 0を 17個記入する。 半角英数字 17 □ ◎ 

機器コード※3) 0を 14個記入する。 半角英数字 14 □ ○ 

※

1) 

そ
の
他 

請負者説明文 請負者側で付けるコメントを記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

発注者説明文 発注者側で付けるコメントを記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 
その他の予備項目を記入する。 

（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使用

する。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
64 ▲ △ 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角英

数字 2文字で全角文字 1文字に相当する。 

※1)  その他資料情報以下は、その他資料情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※2) ファイル情報は一つの工事履行報告書又は段階確認書に対して管理するファイルを複数

繰り返し登録する。 

※3) 施設コード及び機器コードは、施設及び機器の数分を複数繰り返し登録する。 
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【記入者】□：電子媒体作成者が記入する項目。 

 ▲：電子媒体作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】◎：必須記入。 

 ○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する。） 

 △：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 

 

【解説】 

 その他資料管理項目は、成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用す

るなど活用していくための属性項目である。 

 文章中に組み込む図、表、写真のファイルは、管理ファイルや電子媒体への登

録は不要である。オブジェクトファイルの形式は一般的なものが望ましく、一

般的では無い場合には監督職員と協議するものとする。 

 その他資料管理項目のデータ表現の定義は、「8-2 使用文字」に従うものと

する。 

 付属資料 1 に管理ファイルの DTD、付属資料 2 に管理ファイルの XML 記入

例を示す。 

  その他管理ファイルにおいて ORG サブフォルダ内のファイルを管理する場合

は、ORG サブフォルダの直下にオリジナルファイルを格納する。ORG サブフ

ォルダ内にフォルダを作成することは可能であるが、その際、その他管理ファ

イルでは、作成したフォルダおよびフォルダ内に格納されているファイルの管

理は行わない(ORG サブフォルダレベルでの管理とする)。 
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5 ファイル形式 

成果品のファイル形式は、以下のとおりとする。 

 工事管理ファイル、打合せ簿管理ファイル、施工計画書管理ファイル、その他

管理ファイルのファイル形式は XML 形式(XML1.0 に準拠)とする。 

 図面管理ファイルおよび施工図フォルダの施工図面管理ファイルは「CAD 製図

基準機械設備工事編」、写真管理ファイルは「デジタル写真管理情報基準」に

準じる。 

 打合せ簿オリジナルファイルを作成するソフト及びファイル形式は、監督職員

と協議の上決定する。 

 施工計画書オリジナルファイルを作成するソフト及びファイル形式は、監督職

員と協議の上決定する。 

 完成図書フォルダの各サブフォルダに格納するファイルのファイル形式は PDF

形式とする。 

 施工図面ファイル（図面ファイル）の施工図／D 施工図面フォルダおよび D 機

器図フォルダに格納する図面ファイルのファイル形式は「CAD 製図基準機械設

備工事編」に従うものとする。 

 施工図フォルダの各サブフォルダに格納する台帳・施工図面・一部の機器図以

外のファイルのファイル形式は PDF形式とする。 

 写真ファイルのファイル形式は「デジタル写真管理情報基準」に準じる。 

 工事履行報告書・段階確認書及びその他ファイルを作成するソフト及びファイ

ル形式については、監督職員と協議の上決定する。 

【解説】 

 本要領「3 フォルダ構成」に示したように、工事管理ファイルおよび各種管理

情報ファイルのファイル形式は XML 形式とする。 

 打合せ簿、施工計画書オリジナルファイルとして登録されるポンチ絵等につい

ては、必ずしも「CAD 製図基準機械設備工事編」に従う必要はない。 

 施工図フォルダに格納する電子データのファイル形式の詳細は、付属資料 3 に

従う。 

 拡張子が 4 文字、ファイル間でリンクや階層を持った資料など、本要領に寄り

がたい場合は、ファイルを圧縮して電子媒体に格納する。圧縮ファイル形式は

発注者、受注者で協議し決定する。ただし、ファイル容量が大きい等の理由に

より、圧縮ファイルを利用することはできない。 

 構造計算等のデータで、特殊なソフトで作成したものは、PDF 形式をオリジ

ナルとして格納することを基本とするが、オリジナル形式での保存が必要な場

合は、ファイルを圧縮して格納する。
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※XML  eXtensible Markup Language（拡張型構造化記述言語） 

SGML の持つ拡張機能に Web で利用できるようにした記述言語(メタ言語)であり、1998 年 2 月に W3C(WWW

コンソーシアム)おいて策定された。ユーザが任意でデータ(タグ)の要素・属性や論理構造を定義できる。 

 

※ DTD  Document Type Definitions（文書型定義） 

SGML や XML 文書では、ユーザが任意でデータ(タグ)の要素・属性や文書構造を定義したものを DTD(文書型定義)

という。文書に含まれるデータの要素名や属性や構造を表現する。 
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6 ファイルの命名規則 

打合せ簿、施工計画書、完成図書関連、施工図関連、その他資料（工事履行報告書、段

階確認書）管理ファイル及び各文書ファイルのファイル名は、以下の各項目に従うものと

する。 

 

6-1 共通規則 
(1) ファイル名は、半角 8文字以内とする。 

(2) 半角英数字で記述する事を原則とする。 

 

6-2 管理ファイル 
・打合せ簿管理ファイル 

打合せ簿管理ファイルについては、以下の命名規則に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-1 打合せ簿管理ファイルの命名規則 

 

・施工計画書管理ファイル 

施工計画書管理ファイルについては、以下の命名規則に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-2 施工計画書管理ファイルの命名規則 

 

・完成図書／B実施仕様書管理ファイル 

完成図書／B実施仕様書フォルダの B実施仕様書管理ファイルについては、以下の命名

規則に従うものとする。 

 BS.XML

拡張子 3文字

「.XML」：固定

大文字のアルファベット 2 文字

「BS」：固定

 
図 6-3 B実施仕様書管理ファイルの命名規則 

PLAN.XML 

拡張子 3文字 

「.XML」：固定 

大文字のアルファベット 4 文字 

「PLAN」：固定 

MEET.XML 

拡張子 3文字 

「.XML」：固定 

大文字のアルファベット 4 文字 

「MEET」：固定 
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・完成図書／B計算書管理ファイル 

完成図書／B計算書フォルダの B計算書管理ファイルについては、以下の命名規則に従

うものとする。 

 BC.XML

拡張子 3文字

「.XML」：固定

大文字のアルファベット 2 文字

「BC」：固定

 
図 6-4 B計算書管理ファイルの命名規則 

 

 

・完成図書／B施工図面管理ファイル 

完成図書／B施工図面フォルダの B施工図面管理ファイルについては、以下の命名規則

に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-5 B施工図面管理ファイルの命名規則 

 

 

 

・完成図書／B機器図管理ファイル 

完成図書／B機器図フォルダの B機器図管理ファイルについては、以下の命名規則に従

うものとする。 

 BD.XML

拡張子 3文字

「.XML」：固定

大文字のアルファベット 2 文字

「BD」：固定

 

 

図 6-6 B機器図管理ファイルの命名規則 

 

BI.XML 

拡張子 3文字 

「.XML」：固定 

大文字のアルファベット 2 文字 

「BI」：固定 
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・完成図書／B施工管理記録書管理ファイル 

完成図書／B施工管理記録書フォルダの B施工管理記録書管理ファイルについては、以

下の命名規則に従うものとする。 

 BE.XML

拡張子 3文字

「.XML」：固定

大文字のアルファベット 2 文字

「BE」：固定

 
図 6-7 B施工管理記録書管理ファイルの命名規則 

 

 

・完成図書／B取扱説明書管理ファイル 

完成図書／B取扱説明書フォルダの B取扱説明書管理ファイルについては、以下の命名

規則に従うものとする。 

 BM.XML

拡張子 3文字

「.XML」：固定

大文字のアルファベット 2 文字

「BM」：固定

 
図 6-8 B取扱説明書管理ファイルの命名規則 
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・施工図／D実施仕様書管理ファイル 

施工図／D実施仕様書フォルダの D実施仕様書管理ファイルについては、以下の命名規

則に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-10 D実施仕様書管理ファイルの命名規則 

 

 

・施工図／D施工図面管理ファイル 

施工図／D施工図面フォルダの D施工図面管理ファイルについては、以下の命名規則に

従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-12 D施工図面管理ファイルの命名規則 

 

 

D_DRAWF.XML 

拡張子 3文字 

「.XML」：固定 

大文字のアルファベット 7 文字 

「D_DRAWF」：固定 

DS.XML 

拡張子 3文字 

「.XML」：固定 

大文字のアルファベット 2 文字 

「DS」：固定 
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・施工図／D機器図管理ファイル 

施工図／D機器図フォルダの D機器図管理ファイルについては、以下の命名規則に従う

ものとする。 

 
  DD.XML 

大文字のアルファベット 2文字 

「DD」：固定 

拡張子 3 文字 

「.XML」：固定 

 
図 6-13 D機器図管理ファイルの命名規則 

 

 

・施工図／D施工管理記録書管理ファイル 

施工図／D施工管理記録書フォルダの D施工管理記録書管理ファイルについては、以下

の命名規則に従うものとする。 

 

 DE.XML

拡張子 3文字

「.XML」：固定

大文字のアルファベット 2 文字

「DE」：固定

 
図 6-14 D施工管理記録書管理ファイルの命名規則 

 

・施工図／D取扱説明書管理ファイル 

施工図／D取扱説明書フォルダの D取扱説明書管理ファイルについては、以下の命名規

則に従うものとする。 

 

 
図 6-15 D取扱説明書管理ファイルの命名規則 

 

 DM.XML 

拡張子 3 文字 
「 .XML 」 ：固定 

大文字のアルファベット 2 文字 
「 DM 」 ：固定 
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・その他資料管理ファイル 

その他資料管理ファイルについては、以下の命名規則に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-16 その他管理ファイルの命名規則 

 

OTHRS.XML 

拡張子 3文字 

「.XML」：固定 

大文字のアルファベット 5 文字 

「OTHRS」：固定 
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6-3 文書ファイル 
・発注図面／特記仕様書ファイル 

発注図面／特記仕様書フォルダに入れる特記仕様書ファイルについては、以下の命名

規則に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-17特記仕様書ファイルの命名規則 

 

・打合せ簿／打合せ簿ファイル 

打合せ簿／打合せ簿ファイルフォルダに入れる打合せ簿ファイルについては、以下の

命名規則に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-18 打合せ簿ファイルの命名規則 

 

 

Mnnnn_mm.XXX 

拡張子3文字：ファイル作成ソフト 

（.XXX）固有の拡張子 

アンダースコア1文字 

「_」：固定 

数字4文字：打合せ簿ファイルの番号 

    （nnnn）       （0001～9999） 

数字2文字：関連打合せ簿ファイル内で連番 

   （mm）       （01～99）※１ 
大文字のアルファベット1文字 

「M」：固定 (MEET より命名) 

SPECnn.XXX 

拡張子3文字：ファイル作成ソフト 

（.XXX）固有の拡張子 

数字2文字：特記仕様書ファイルの番号 

     （nn）        （01～99）※１ 

大文字のアルファベット4文字 

「SPEC」：固定 
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・施工計画書／施工計画書ファイル 

施工計画書／施工計画書ファイルフォルダに入れる施工計画書ファイルについては、

以下の命名規則に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-19 施工計画書ファイルの命名規則 

 

 

・完成図書／B実施仕様書ファイル 

完成図書／B実施仕様書フォルダに入れる B実施仕様書ファイルについては、以下の命名規

則に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-20 B実施仕様書ファイルの命名規則 

 

BSnnn_m.PDF 

 

 大文字のアルファベット1文字 

「S」：固定（SPC より命名） 

大文字のアルファベット1文字 

「B」：固定（K_BOOK より命名） 

 アンダースコア1文字 

「_」：固定 

 数字1文字：ファイル内で連番 

     （m）        （1～9） 

数字3文字：実施仕様書ファイルの番号 

     （nnn）        （001～999） 

PLAnn_mm.XXX 

拡張子3文字：ファイル作成ソフト 

（.XXX）固有の拡張子 

アンダースコア1文字 

「_」：固定 

数字2文字：施工計画書ファイルの番号 

    （nn）          （01～99）※１ 

数字2文字：関連施工計画書ファイル内で連番 

   （mm）       （01～99）※１ 
大文字のアルファベット3文字 

「PLA」：固定 (PLAN より命名) 

拡張子 3文字 

「.PDF」：固定 
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・完成図書／B計算書・検討書・数量表ファイル 

完成図書／B計算書フォルダに入れる B計算書・検討書・数量表ファイルについては、

以下の命名規則に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-21 B計算書・検討書・数量表ファイルの命名規則 

 

 

・完成図書／B施工図面ファイル 

完成図書／B施工図面フォルダに入れる B施工図面ファイルについては、以下の命名規

則に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-22 B施工図面ファイルの命名規則 

 

BCnnn_m.PDF 

 

 大文字のアルファベット1文字 

「C」：固定（CHECK より命名） 

大文字のアルファベット1文字 

「B」：固定（K_BOOK より命名） 

 アンダースコア1文字 

「_」：固定 

 数字1文字：ファイル内で連番 

     （m）        （1～9） 

数字3文字：計算書・検討書・数量表 

  ファイルの番号 

     （nnn）        （001～999） 

BInnn_m.PDF 

 数字3文字：施工図面ファイルの番号 

     （nnn）        （001～999） 

 大文字のアルファベット1文字 

「I」：固定（INSTALLATION より命名） 

大文字のアルファベット1文字 

「B」：固定（K_BOOK より命名） 

 アンダースコア1文字 

「_」：固定 

 数字1文字：ファイル内で連番 

     （m）        （1～9） 

拡張子 3文字 

「.PDF」：固定 

拡張子 3文字 

「.PDF」：固定 
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・完成図書／B 機器図ファイル 

完成図書／B 機器図フォルダに入れる B 機器図ファイルについては、以下の命名規則

に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-23 B 機器図ファイルの命名規則 

 

・完成図書／B 施工管理記録書ファイル 

完成図書／B 施工管理記録書フォルダに入れる B 施工管理記録書（工程管理・出来形・

工場試験・現地試験）ファイルについては、以下の命名規則に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 6-24 B 施工管理記録ファイルの命名規則 

 

BDnnn_m.PDF 

 数字3文字：機器図ファイルの番号 

     （nnn）        （001～999） 

 大文字のアルファベット1文字 

「D」：固定（DEVICE より命名） 

大文字のアルファベット1文字 

「B」：固定（K_BOOK より命名） 

 アンダースコア1文字 

「_」：固定 

 数字1文字：ファイル内で連番 

     （m）        （1～9） 

BEnnn _m.PDF 

 数字3文字：工程管理・出来形・工場試験・現地試験ファイルの番号 

       （nnn）        （001～999） 

 大文字のアルファベット1文字 

「E」：固定（EXAM より命名） 

大文字のアルファベット1文字 

「B」：固定（K_BOOK より命名） 

 アンダースコア1文字 

「_」：固定 

 数字1文字：各関連ファイル内で連番 

     （m）        （1～9） 

拡張子 3文字 

「.PDF」：固定 

拡張子 3文字 

「.PDF」：固定 
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・完成図書／B 取扱説明書ファイル 

完成図書／B 取扱説明書フォルダに入れる B 取扱説明書（全体設備取扱説明書、機器

取扱説明書、サービス体制等）ファイルについては、以下の命名規則に従うものとす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-25 B 取扱説明書ファイルの命名規則 

 
 

 

・施工図／D 実施仕様書ファイル 

施工図／D 実施仕様書フォルダに入れる D 実施仕様書ファイルについては、以下の命

名規則に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-28 D 実施仕様書ファイルの命名規則 

 

BMnnn _m.PDF 

 数字3文字：取扱説明書・サービス体制ファイルの番号 

     （nnn）        （001～999） 

 大文字のアルファベット1文字 

「M」：固定（MANUAL より命名） 

大文字のアルファベット1文字 

「B」：固定（K_BOOK より命名） 

 アンダースコア1文字 

「_」：固定 

 
数字1文字：各関連ファイル内で連番 

     （m）        （1～9） 

拡張子 3文字 

「.PDF」：固定 

DSnnn_m.PDF 

 

 大文字のアルファベット1文字 

「S」：固定（SPC より命名） 

大文字のアルファベット1文字 

「D」：固定（K_DRAW より命名） 

 アンダースコア1文字 

「_」：固定 

 数字1文字：ファイル内で連番 

     （m）        （1～9） 

数字3文字：実施仕様書ファイルの番号 

     （nnn）        （001～999） 

拡張子 3文字 

「.PDF」：固定 
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・施工図／D 機器図ファイル 

施工図／D 機器図フォルダに入れる D 機器図ファイルについては、以下の命名規則に

従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 6-30 D 機器図ファイルの命名規則 

 

・施工図／D 施工管理記録書ファイル 

施工図／D 施工管理記録書フォルダに入れる D 施工管理記録書（出来形・工場試験・

現地試験・工程管理）ファイルについては、以下の命名規則に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-31 D施工管理記録書ファイルの命名規則 

DDnnn_m.PDF 

 数字3文字：機器図ファイルの番号 

     （nnn）        （001～999） 

 大文字のアルファベット1文字 

「D」：固定（DEVICE より命名） 

大文字のアルファベット1文字 

「D」：固定（K_DRAW より命名） 

 アンダースコア1文字 

「_」：固定 

 数字1文字：ファイル内で連番 

     （m）        （1～9） 

拡張子 3文字 

「.PDF」：固定 

DEnnn_m.PDF 

 数字3文字：工場試験・現地試験ファイルの番号 

       （nnn）        （001～999） 

 大文字のアルファベット1文字 

「E」：固定（EXAM より命名） 

大文字のアルファベット1文字 

「D」：固定（K_DRAW より命名） 

 アンダースコア1文字 

「_」：固定 

 数字1文字：各関連ファイル内で連番 

     （m）        （1～9） 

拡張子 3文字 

「.PDF」：固定 
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・施工図／D 取扱説明書ファイル 

施工図／D 取扱説明書フォルダに入れる D 取扱説明書（全体設備取扱説明書、機器

取扱説明書、サービス体制等）ファイルについては、以下の命名規則に従うものと

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-32 D取扱説明書ファイルの命名規則 

 

 

 

DMnnn_m.PDF 

 数字3文字：取扱説明書・サービス体制ファイルの番号 

     （nnn）        （001～999） 

 大文字のアルファベット1文字 

「M」：固定（MANUAL より命名） 

大文字のアルファベット1文字 

「D」：固定（K_DRAW より命名） 

 アンダースコア1文字 

「_」：固定 

 数字1文字：各関連ファイル内で連番 

     （m）        （1～9） 

拡張子 3文字 

「.PDF」：固定 
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・その他／工事履行報告書ファイル 

その他／その他ファイルフォルダに入れる工事履行報告書ファイルについては、以下

の命名規則に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-33 工事履行報告書ファイルの命名規則 

 

 

・その他／段階確認書ファイル 

その他／その他ファイルフォルダに入れる段階確認書ファイルについては、以下の命

名規則に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-34 段階確認書ファイルの命名規則 

 

PRGnn_mm.XXX 

拡張子3文字：ファイル作成ソフト 

（.XXX）固有の拡張子 

アンダースコア1文字 

「_」：固定 

数字2文字：工事履行報告書ファイルの番号 

    （nn）           （01～99）※１ 

数字2文字：関連工事履行報告書ファイル内で連番 

   （mm）       （01～99）※１ 
大文字のアルファベット3文字 

「PRG」：固定（PROGRESS より命名) 

CHKnn_mm.XXX 

拡張子3文字：ファイル作成ソフト 

（.XXX）固有の拡張子 

アンダースコア1文字 

「_」：固定 

数字2文字：段階確認書ファイルの番号 

     （nn）        （01～99）※１ 

数字2文字：関連段階確認書ファイル内で連番 

   （mm）       （01～99）※１ 
大文字のアルファベット3文字 

「CHK」：固定（CHECK より命名) 
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・その他／材料確認願いファイル 

その他／その他ファイルフォルダに入れる材料確認願ファイルについては、以下の命

名規則に従うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-35 材料確認願ファイルの命名規則 

 

MATnn_mm.XXX 

拡張子3文字：ファイル作成ソフト 

（.XXX）固有の拡張子 

アンダースコア1文字 

「_」：固定 

数字2文字：工事履行報告書ファイルの番号 

    （nn）           （01～99）※１ 

数字2文字：関連工事履行報告書ファイル内で連番 

   （mm）       （01～99）※１ 
大文字のアルファベット3文字 

「MAT」：固定（PROGRESS より命名) 
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【解説】 

（1） 共通規則 

ファイル名の文字数は、半角(1 バイト文字)で 8 文字以内、拡張子 3 文字以内

とする。ファイル名に使用する文字は、半角（1 バイト文字）で、大文字のアル

ファベット「A～Z」、数字「0～9」、アンダースコア「_」とする。 

オリジナルファイルの通し番号は、工事の経緯がわかるように日付昇順に付番

号することを基本とする。 

 

（2） オリジナルファイル 

1 つの文書に対し、オリジナルファイルが複数存在する場合がある。この場合、

ファイル名から内容が想定できるように、ファイル名の付け方を規定し、01 か

らの連番により、ファイルを区別することを基本とするが、欠番があっても構わ

ない。 

例）ワープロソフトファイル：M0001_01.XXX 

ワープロソフトファイル：M0001_02.XXX 

表計算ソフトファイル ：M0001_03.XXX 

情報共有システムでは、登録する際に１つの PDF ファイルにとりまとめるこ

とを原則としており、この場合の mm は 01 のみとなる。 

（3） 連番の扱い （※1 について） 

連番が 100 を超える場合は、以下のようにアルファベットを用いる。 

例）100～109 の場合…A0～A9    110～119 の場合…B0～B9 

  120～129 の場合…C0～C9 
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7 電子媒体 

7-1 電子媒体 

電子媒体へ格納された情報は、次の条件を満たさなければならない。 

1 情報の真正性が確保されていること。 

2 情報の見読性が確保されていること。 

3 情報の保存性が確保されていること。  

 

【解説】 

 電子成果品が第三者により書き換えられないようにするため、電子媒体に格

納する成果品には、真正性、見読性及び保存性を確保する必要がある。 

 真正性の確保とは、正当な人が格納した情報(文書、図面等)に対して第三者の

確認により作成の責任と所在が明確であるとともに、故意または過失による

虚偽記入、書き換え、消去等が防止されていることである。 

 見読性の確保とは、電子媒体に格納された情報(文書、図面等)を必要・目的に

応じてパソコン等電子機器を用いて速やかに確認可能な状態を確保すること

である。 

 保存性の確保とは、電子媒体に格納された情報(文書、図面等)が、規程で定め

られた期間において真正性と見読性を満足した状態で保存することである。 

 上記の 3 条件を満たす電子媒体として、CD-R(一度しか書き込みができない

もの)の使用を原則とする。 

 使用する CD-R は、品質の信頼性が高いと思われるメーカーの「インクジェ

ット用白色レーベル」又は「白色レーベル」とする。（原産国が日本のものを

推奨。） 

 CD-R の論理フォーマットは、ISO9660 (レベル 1)を原則とする。 

 基本的には、1 枚の CD-R に情報を格納する。し納品する。 

 納品時には、正副各 1 部ずつを納品する。 

 複数枚の CD-R になる場合は、「7-4 媒体が複数に渡る場合の処置」に従う。 

 当面、電子媒体は、CD-R を原則とする。CD-R 以外の上記の 3 条件を満たす

電子媒体については、今後、普及状況等を踏まえて導入する。 

 基本的にはCD-R の使用とするが、データ量が多い場合にはDVD-Rの利用も可

とする。また、特定のシステムに依存しないフォーマット形式は協議により可と

する。 

 DVD-R にデータを記録する（パソコンを使って記録する）際のファイルシステ

ムの論理フォーマットは、UDF（UDF Bridge）とする。 

表の書式変更

書式変更: フォントの色 : 青, 二重取
り消し線

書式変更: フォントの色 : 赤, 二重取
り消し線 (なし) 

書式変更: フォントの色 : 青, 二重取
り消し線

書式変更: フォントの色 : 青, 二重取
り消し線

書式変更: フォントの色 : 赤

書式変更: フォントの色 : 赤

書式変更: フォントの色 : 赤
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【補足】品質の信頼性が高い製品の使用 

納品された CD-R は、継続的に安定した読み取り性能が求められる。し

かしながら、CD-R の規格については明確な基準がなく、ノーブランドのバ

ルク品の品質について不確定な部分もあるため、岐阜県の電子納品に使用

する CD-R は、品質の信頼性が高いと思われるメーカー（出来れば日本製）

の製品を選択するものとする。 

【補足】CD-R フォーマット 

「ISO9660」は、汎用性が高い CD-R/RW 用の標準フォーマット規格で

ある。この規格は、ファイル名として使用可能な文字数に応じてレベル１

～３が規定されている。最も多くの OS に対応可能なレベル１は、ファイル

名 8 文字＋拡張子 3 文字、使用できる文字は半角の英数字（A～Z、0～9）

および(アンダーバー)のみと、制限が厳しい。 

岐阜県においては、汎用性を確保するために、以下のフォーマットの使

用を禁ずる。 

・ Joliet（Windows95/98/NT 用に Microsoft が ISO9660 を拡張） 

・ HFS（Macintosh 用の独自フォーマット） 

・ RockRidge（UNIX 系の OS 用で ISO9660 の拡張） 

・ DirectCD 形式（CD-R 書き込みソフトで、イメージファイルを作

らずに CD-R ドライブへ直接ファイルをコピーできる形式） 
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7-2 電子媒体の表記規則 

 電子媒体には、「工事番号」、「工事名称」、「作成年月」、「発注者名」、「受注者

名」、「何枚目／総枚数」、「ウイルスチェックに関する情報」、「フォーマット形

式」、「受領欄」、「正副区分」「発注者署名欄」「受注者署名欄」を明記する。 

 電子媒体を収納するケースの背表紙には、「年度」、「仕様書番号」、「工事名称」、

「作成年月」を横書きで明記する。 

【解説】 

 CD-R のラベルは、必要項目を表面に直接印刷するか手書により作成する。手

書きの場合は、油性フェルトペンで表記し、表面に損傷を与えないように注意

する。 

  工事番号は、「岐阜県公共事業管理システム」における業務に対する固有の番

号であり、「情報共有システム」の件名番号より取得する。 

 工事名称には、工事の内容を分りやすくするために、括弧書きで路線名あるい

は河川名を併記する。また、実施内容を分りやすくするための情報を記入して

も良い。 

発注者署名欄、受注者署名欄は、受発注者双方が油性フェルトペンにて記述する。 

  

 ウイルス対策の詳細は「8-1ウイルス対策」に示す。 

 プラスチックケースのラベルの背表紙には、以下の例のように記載する。工事

名が長く書ききれない場合は件名でする。なお、スリムケースが普及している

ことから、困難な場合は背表紙ラベルを省略しても良い。 

    例：平成○年度 第○○○号 ○○○○○○○○○○工事  平成○年○月 

    （長い場合） 

        平成○年度 第○○○号 ○○○○○○○○○○○○  平成○年○月 

書式変更: フォントの色 : 青, 二重取
り消し線

書式変更: フォントの色 : 赤, 二重取
り消し線 (なし) 

書式変更: フォントの色 : 赤

書式変更: フォント : (英) Arial, (日)
ＭＳ ゴシック, フォントの色 : 黒

書式変更: 箇条書き5, 左揃え, インデ
ント : ぶら下げインデント :  1.47 字,
左  2.5 字, 最初の行 :  -1.47 字, 行
間 :  1.5 行, タブ位置:  4 字, リスト
タブ

書式変更: フォントの色 : 青, 二重取
り消し線
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図 7-1 CD-R への表記例 

【補足】ラベルシールの貼り付け禁止 

平成 14 年度以前は、CD-R のラベルシールの貼り付けを認めていたが、以

下の理由により、今後はラベル面への直接印刷または手書きとする。 

 専用ラベル以外の貼り付けによる CD-R の回転むらが生じ、データが読

み取り不可能となった事例があった。 

 専用器具で貼り付けた専用ラベルであっても、貼り付け位置のずれやし

わが認められ、今後データが読み取れない可能性が否めない。 

 長期保管時にラベルシールの剥がれにより、記録面の損傷や CD-R ドラ

イブを破損する可能性がある。 

工事番号： 10032004123456789 

発注者名：岐阜県○○建設事務所 
受注者名：○○○○株式会社 

正 

ウイルスチェックに関する情報 
ウイルス対策ソフト名：○○○○ 
ウイルス定義：○○○○年○○月○日版 
チェック年月日： ○○○○年○○月○日 
フォーマット形式： ISO9660( レベル１ ) 

平成○○年度 
工第○○号 ○○○○○○工事 ( ○○○○○○○線） 

平成○○年○月 

受注者署名欄 発注者署名欄 

枚数／全体枚数 
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7-3 電子データのバックアップ 

工事完了後、受注者は、納品した電子データのバックアップについて、以下の通

り行うものとする。なお、本項目については、平成 17 年度までの暫定運用とする。 

・ バックアップ方式は、MO、DVD、およびハードディスク等の CD-R 以外でのメ

ディアあるいは紙出力によるものとする。 

・ 保管期間については、納品後 5 年間程度を目安とするが、具体的には受発注者協

議によって決定するものとする。 

【解説】 

（1） 電子データのバックアップ 

岐阜県では、ペーパーレス化推進のために、建設工事共通仕様書や電子納品要

領等の改訂を行いつつ、納品物の完全な電子データ化を拡大していく方針である。 

納品された CD-R は、継続的に安定した読み取りが可能であることが求めら

れる一方で、耐用年数について現時点では不確定な要素も多い。また、CD-R へ

の焼きこみ不足、メディアの不良、貼り付けられたラベルシールのめくれによっ

て、CD-R 内のデータの読み出しができない場合が見られた。このため、暫定期

間を設けて受注者側でのバックアップを行うものとする。 

なお、バックアップの際には、ファイル圧縮ソフトでデータファイル容量を小

さくすることにより、必要な媒体数やディスク容量を減らすことが可能である。 
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7-4 成果品が複数枚に渡る場合の処置 

 電子成果品は、原則 1 枚の電子媒体に格納する。 

 データが容量的に 1 枚の電子媒体に納まらず複数枚になる場合は、同一の工

事管理ファイル（INDEX_C.XML）を各電子媒体のルート直下に格納する。

ただし、基礎情報の「メディア番号」には該当する番号を記入する。 

 各フォルダにおいても同様に、同一の管理ファイルを各電子媒体に格納する。 

 何枚目の媒体であっても媒体内のルートからのフォルダ構成は変えない。ま

た、異なる媒体であっても、ファイル名の重複がないようにする。 

【解説】 

 工事写真で媒体を 2 枚に分けて格納する場合の例を下図に示す。 

 

図 7-2 成果品の複数枚の電子媒体への格納例 

 工事管理ファイルの基礎情報の「メディア番号」は、ラベルに明記してある

何枚目／総枚数と整合を取る。 



61 

8 その他留意事項 

8-1 ウイルス対策 

 請負者は、納品すべき成果品が完成した時点で、ウイルスチェックを行う。 

 ウイルス対策ソフトは特に指定はしないが、信頼性の高いものを利用する。 

 最新のウイルスも検出できるように、ウイルス対策ソフトは常に最新のデー

タに更新（アップデート）したものを利用する。 

 電子媒体の表面には、「使用したウイルス対策ソフト名」、「ウイルス（パター

ンファイル）定義年月日またはパターンファイル名」、「チェック年月日（西

暦表示）」を明記する。 
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8-2 使用文字 

 本規定は、管理ファイル(XML 文書)を対象とする。 

 半角文字を JISＸ0201 で規定されている文字から片仮名用図形文字を除いた

ラテン文字用図形文字のみとする。 

 全角文字を JIS X0208 で規定されている文字から数字とラテン文字を除いた

文字のみとする。 

【解説】 

（1） 文字の定義 

本要領で用いている文字に関わる用語を次のように定義する。 

1） 全角文字 

JIS X0208 で規定されている文字から数字とラテン文字を除いた文字を全角

文字という。 

2） 半角英数字 

JIS X 0201 で規定されている文字から片仮名用図形文字を除いた文字を半角

英数字という。 

3） 半角英数大文字 

「半角英数字」からラテン小文字(LATIN SMALL LETTER A～Z)を除いた文

字を半角英数大文字という。 

4） 半角数字 

JIS X 0201 で規定されている文字のうちの数字（DIGIT ZERO～NINE）及

び小数点（．）を半角数字という。 

 

（2） 留意事項 

長期的な見読性を確保するため、使用できる文字を必要最小限に規定している。

使用文字の対象は管理ファイルとしているが、オリジナルファイルにおいても可

能な限り準じることが望ましい。 

もともと OS に備わっておらず、利用者が独自に作成した外字は、他の端末で

は表示できないので使用を認めない。地名や人名などの表現で特殊文字が必要な

時(利用者が作成した外字や機種依存文字の使用が必要な場合等)は、ひらがなも

しくは片仮名などの標準化された全角文字で表現する。 
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8-3 オリジナルファイルの電子化について 

 図表等は、基本的には文書ファイルにリンクまたは貼り付けて管理する。 

 貼り付けられた図表等は、管理ファイルで管理を行わず文書内容で図表等を

判断できればよい。 

 貼り付けていない図表等は文書ファイルと分離した形で管理ファイルにおい

て管理する。なお、管理ファイルでは、図表等の位置（ページ数、図表番号

等）を管理しない。 

【解説】 

オリジナルファイルに貼り付けられた図表は、管理ファイルによる管理を行わな

いとともに図表等の位置も管理しない。 

図面

実際の文書 フォルダ管理

文書ファイル

図面ファイル

DTD管理は行わず、文書及び図
面を判断できればよい。

 

図 8-1 図表等の取り扱いイメージ 
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8-4 電子化が困難な資料の取り扱い 

電子化が難しい書類の取り扱いは、発注者、受注者で協議し決定する。 

【解説】 

電子化が難しい書類としては、品質証明書、カタログ、見本など、電子化されて

いない資料がある。これら資料の電子化にあたっては、工事完成後に不要となるも

のや維持管理に特に必要とならないものの電子化は行わないことを基本方針とし

て、協議を行う。 

 

 


